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1.組織の概要
 

商    号  

代 表 者 代表取締役社長 小橋 克史
所在地(本社・工場) 〒190-1201 東京都西多摩郡瑞穂町大字二本木字東樽ノ口429番地1

環境管理責任者 正）豊永　大輔（収集運搬営業部（主任）
正）豊永　大輔（収集運搬営業部（主任）・環境管理委員）
副）佐野　隆（処分製造部（係長）・環境管理委員）

連 絡 先
電話：042-557-7558　　　e-Mail:　info@nkr.co.jp
FAX ：042-557-7556
産業廃棄物処分業 （主に廃タイヤ／中間処理／破砕・切断）
産業廃棄物収集運搬業 （主に廃タイヤ）
製造業 （燃料用タイヤチップ）
古物商 （主に鉄・アルミホイール・中古タイヤの仕入販売）
販売業 （ゴムマット・その他ゴム製品の仕入販売）
保険代理店業 （生命保険、損害保険）
設立年月日　平成16年4月21日 (新資本体制 平成23年3月）
資本金 10百万円 （全株・直江津海陸運送㈱）
年　商  244百万円 （令和5年5月期／第20期）
トラック00号車：キャブオーバ（日産軽トラ）350kg
トラック01号車：バン（いすゞ）2.000kg  320×180×200(11.5㎥) 
トラック02号車：バン（いすゞ）3,150kg  620×215×280(37.3㎥) 
トラック03号車：バン（トヨタ）3,700kg  490×231×200(22.6㎥)
トラック04号車：バン（マツダ）2,000kg  447×222×200(19.8㎥) 
トラック05号車：バン（三菱）  2,950kg  620×220×203(27.7㎥) 
トラック06号車：バン（三菱）  7,300kg  620×232×220(31.6㎥) 
トラック07号車：バン（いすゞ）2,900kg  630×220×225(31.2㎥) 
トラック08号車：バン（日野）  3,950kg  519×206×241(25.7㎥) 
トラック09号車：バン（日野）  3,000kg  435×205×205(29.7㎥) 
トラック10号車：バン（ふそう）3,000kg  420×207×220(19.1㎥)
トラック11号車：バン（いすゞ）2,650Kg  733×228×230(38.4㎥) 
重機01：ハイマスト・ヒンジッド・バケット3.5t（TCMﾕﾆｷｬﾘｱ）
重機02：ハイマスト・ヒンジッド・バケット1.5t（TCMﾕﾆｷｬﾘｱ）
重機03：ロードグラブ・クランプ1.5t（TCMユニキャリア）
重機04：電動カウンター0.9ｔ（住友ナコフォークリフト）
重機05：バックホウZX-70解体仕様機〔0.25〕（日立建機）
重機06：小型特殊仕様：ﾀﾞﾌﾞﾙﾏｽﾄ･ｻｲﾄﾞｼﾌﾄｸﾗﾝﾌﾟ（住友ナコ）
重機07：ﾊｲﾏｽﾄﾋﾝｼﾞｯﾄﾞｶｳﾝﾀｰ&ﾊﾞｹｯﾄｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ（住友ﾅｺ）

従 業 員

役  員 4名 （常勤取締役1名、非常勤取締役 2名、監査役 1名）
正社員 16名（処分製造7名、収運営業6名、事務職員2名、総合職1名）
業務委託 2名 (パート)、請負 1名
合計22名（令和6年5月26日現在）

延床面積
本社：2,810㎡ （敷地面積5,122㎡）
入間基地：2,126㎡

電子マニフェスト
加入契約成立日：平成24年3月28日加入者番号 3013896
加入区分  処分業者

産業廃棄物処理量

処理物の種類：廃プラスチック類（主に廃タイヤ）
処理方式：破砕、切断
処理能力：221.1t／日（破砕128t／16h／日・切断93.1t／24h／日）
実績 8,990t（2023年度）、9,480t（2022年度）、10,360t（2021年度）

加入団体
全国中小企業団体中央会、瑞穂町商工会、瑞穂町栗原町内会、(公財)日
本産業廃棄物処理振興センター、(一社)東京都産業廃棄物協会

認証・登録範囲
産業廃棄物の収集・運搬、産業廃棄物の中間処理、燃料用タイヤチップ
の販売、鉄および非鉄金属スクラップの販売、損害保険代理店業務、生
命保険代理店業務

環境事務局

事業内容

事業規模

保有車輛



産業廃棄物処分業許可

許可番号 許可年月日 許可有効期限 事業の範囲
中間処理
(1)廃プラスチック類／破砕／128t ／日
(2)廃プラスチック類（廃タイヤに限る）

切断／72t ／日
(3)廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類（廃タイヤ及び廃合成ｺﾞﾑ製品に限る）

切断／19.9t ／日
切断／1.2t／日

産業廃棄物処理施設設置許可

許可番号 許可年月日
施設の種類及び処理

する産業廃棄物の種類
処理能力

28環多廃産第25号
産施第10034号

平成29年2月20日
（変更許可）

廃プラスチック類の破砕施設 128t／日（16時間稼動）

廃棄物処理法第15条第2項適合通知

通知番号 通知日 施設の種類 処理能力

29環多廃産第14号 平成29年7月3日 廃プラスチック類の破砕施設 128t／日（16時間稼動）

建築基準法第51条ただし書許可

許可番号 許可年月日 面積・棟数・構造 主要用途・建築場所

28多建建三建第1459号 平成29年6月5日

敷地面積5,122.04㎡
建築面積2,796.58㎡
延べ面積2,849.06㎡
棟数2棟

産業廃棄物処理施設
東京都西多摩郡瑞穂町大字二本木字東樽ノ口428番地
1   東京都西多摩郡瑞穂町大字二本木字東樽ノ口428番
地2         東京都西多摩郡瑞穂町大字二本木字東樽ノ
口429番地1            東京都西多摩郡瑞穂町大字二本木
字東樽ノ口430番地1

産業廃棄物収集運搬業許可

許可番号 許可年月日 許可有効期限 事業の範囲
廃プラスチック類
ゴムくず
金属くず
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、木くず、ｺﾞﾑくず、金属くず、
ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず（がれき類を除く。）
及び陶磁器くず、がれき類
廃プラスチック類
ゴムくず
金属くず
廃プラスチック類
ゴムくず
金属くず
廃プラスチック類
ゴムくず
金属くず
廃プラスチック類
ゴムくず
金属くず
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、木くず、ｺﾞﾑくず、金属くず、
ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず（がれき類を除く。）
及び陶磁器くず、がれき類
廃プラスチック類
ゴムくず
金属くず
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、木くず、ｺﾞﾑくず、金属くず、
ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず（がれき類を除く。）
及び陶磁器くず、がれき類
廃プラスチック類
ゴムくず
金属くず
廃プラスチック類
ゴムくず
金属くず

製造業認可

認可日・年月日 認定日・年月日 検査年月日 業種

28環多改工第26号
平成28年12月15日

29環多改届第39号
平成29年6月30日

平成29年6月23日 タイヤチップ製造業

古物商許可

許可番号 許可年月日

308821104708 平成23年9月28日

4

区分

自動車商

00900140609 令和3年12月22日 令和8年12月21日

01200140609 令和4年1月21日 令和8年11月29日

02201140609 令和3年11月9日 令和8年11月8日

  新 潟 県 0159140609 令和3年11月15日 令和8年9月6日

令和8年12月13日

01000140609 令和2年7月7日

00801140609 令和4年2月18日

00707140609 令和3年12月9日

令和7年7月6日

令和8年12月8日

２．許可の内容

第13-20-140609号 平成30年2月12日 令和10年2月11日

第13-00-140609号 令和2年2月22日 令和７年２月２１日

01900140609 令和2年2月16日 令和7年2月15日

01100140609 令和2年8月26日 令和７年７月４日

01402140609 令和2年8月3日 令和７年６月８日



  

※ ※

 新エネルギー燃料として販売
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※  廃棄物は原則、100％リサイクルし、販売すること。

鉛ウェイト等

ﾎｲｰﾙｷｬｯﾌﾟ

※  収集した廃タイヤはほぼ100%タイヤチップに加工後、石炭代替燃料としてバイオマスボイラーで利用

ｱﾙﾐ・鉄ﾎｲｰﾙ カットタイヤ タイヤチップ

販  売

中間処理

チューブ 切  断 破  砕

中古タイヤ 前処理

3.処理フロー図

 選別 最終処分業者持込

収集運搬

一般持込
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代  表
取締役

環  境
管理者

Ｅ  Ａ
事務局

全従業員
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境活動実績の確認、評価

各部門長

・部門における環境方針の周知

・部門の従業員に対する教育訓練の実施

・部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書
作成・試行・訓練を実施、記録の作成

・部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境活動レポートの確認

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境活動レポートの作成、公開

・環境目標・環境活動計画書を承認

・経営における課題とチャンスの明確化

・環境活動レポートの承認

・代表者による全体の評価と見直し・指示を実施

・環境管理システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境目標・環境活動計画書を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境目標、環境活動計画書原案の作成

・環境活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境管理責任者を任命

役割・責任・権限

・環境経営に関する総括責任

・資源調達（ヒト・もの・カネ）

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

処分・製造部
（定員７）

現在７

収集運搬・営業部
（定員６）

現在６

事務員
（定員３）

現在４

４．環境運営組織図

代表取締役

小橋 克史

環境管理者 ＥＡ事務局
（定員４）



５．環境方針

 

３．環境管理項目のチェックと見直しにより環境経営を推進します。

４．環境負荷の削減項目

（１） 温室効果ガス排出量（エネルギー使用量）
（２） 産業廃棄物中間処理後の最終処理委託量
（３） 自社排出ゴミ量
（４） 化学物質使用量
（５） 水使用量および工場排水量

５．ステークホルダーに対し、環境方針の理解と協力を求めます。

６．環境方針と環境活動レポートはWEBにて公開します。

７．継続的改善に取り組みます。

改定日 ： 令和  4年 10月 30日
制定日 ： 平成27年 6月 1日
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代表取締役社長  小橋 克史

基 本 理 念

当社は廃タイヤ処理等の事業により、電力・燃料を使用し、環境に負荷を与えています。

廃棄物処理技術の向上と、リサイクル事業の推進によって資源の有効利用に努め、持続可能な経済
社会の実現に貢献します。

環 境 方 針

行 動 指 針

１．当社の全社員・全委託業者は環境保全活動に参加し、環境意識を共有します。

２．関係法令、条例その他の要求事項を遵守します。



短期目標

2023年度 2024年度 2025年度

目 標 目 標 目 標

kg-CO2 247,239 232,595 253,244

t-CO2/t 23.46 23.22 22.99

年度比 99% 98% 97%

ℓ 57,941 61,127 66,554

ℓ/ｔ 8.34 8.25 8.17

1ｔ当たり
の年度比

99% 98% 97%

距離 293765 290797 287830

ℓ 99% 98% 97%

ℓ 5,012 4,715 5,133

ℓ/ｔ 0.48 0.47 0.47

1ｔ当たり
の年度比

99% 98% 97%

kWh 173,768 163,476 177,988

kWh/ｔ 16.49 16.32 16.16

1ｔ当たり
の年度比

99% 98% 97%

処 理 量 t 10,538 10,015 11,017

内）収運量 t 6,950 7,407 8,148

内）収運外 t 3,588 2,608 2,869

kg 1,243 1,231 1,218

1㎏当たりの
年度比

99% 98% 97%

㎥ 582 576 570

1㎥当たりの
年度比

99% 98% 97%

グリーン購入の
推進

品目 〃 〃 〃

二酸化炭素排出係数＝0.462kg-CO2/kWhを使用した

296732

基準年

総二酸化炭素
排出量（合計）

224,663

23.70

100%

100%

8.42

6.環境目標(中期目標）

水使用量削減

100%

実績把握

588

9,480

6,170

4,129

中期目標

取組項目 評価単位
2022年度

100%
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中期目標

重機燃料の
二酸化炭素削減

4,554

0.48

100%

電力使用による
二酸化炭素削減

157,901

16.66

100%

一般廃棄物の削
減

1,256

100%

自動車燃料の
二酸化炭素
排出量削減

51,958

燃費の向上
(12台）



７.環境活動計画および評価

項目 環境目標項目 主な環境活動計画の内容 評価

・車輛エコドライブの推進 ◎

・車輌管理の徹底 ◎

・重機燃料削減手順書作成 ◎

・重機アイドリングストップ ◎

・重機管理の徹底 ◎

・空調温度の適正(冷房28℃、暖房20℃) ◎

・パソコン、プリンタは省電力モードに設定 ◎

・不要な照明・箇所は消灯する（工場） ◎

・不要な照明・箇所は消灯する（事務所） ◎

・節水の呼びかけ ◎

・漏水を定期的に点検する ◎

・トラックの洗車を最小限に留める ◎

・社員への周知 〇

・ペーパーレス化に取り組む ○

・ゴミの分別を行なう ○

・ゴミを会社に持込まない 〇

・裏紙をなるべく使う 〇
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一
般
廃
棄
物
削
減

省資源・適正処理

◎・○・△・×(目標値に対する達成度、取組み内容の適切性、スケジュールに対する進捗度、責任者・実施者の
積極性など総合的に評価する)

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減

トラック燃料による
二酸化炭素排出量
の削減

重機燃料による
二酸化炭素排出量
の削減

電力使用による
二酸化炭素排出量
の削減

水
使
用
量
削
減

水の効率的利用
日常的な節水
排水処理の管理



８.環境目標及び実績/次年度の取組み

2022年度

基準年 目 標 実 績

kg-CO2 224,663 247,239 239,457

t-CO2/t 23.70 23.46 26.64

年度比 100% 99% 100%

ℓ 51,958 57,941 53,949

ℓ/ｔ 8.42 8.34 8.34

1ｔ当たり
の年度比

100% 99% 100%

距離 296,732 293,765 333,949

ℓ 100% 99% 114%

ℓ 4,554 5,012 4,863

ℓ/ｔ 0.48 0.48 0.54

1ｔ当たり
の年度比

100% 99% 114%

kWh 157,901 173,768 170,903

kWh/ｔ 16.66 16.49 19.01

1ｔ当たり
の年度比

100% 99% 115%

処 理 量 t 9,480 10,538 8,990

内）収運量 t 6,170 6,950 6,465

内）収運外 t 3,310 3,588 2,525

kg 1,256 1,243 1,240

1㎏当たりの
年度比

100% 99% 100%

㎥ 588 582 534

1㎥当たりの
年度比

100% 99% 92%

グリーン購入の
推進

品目 実績把握 手順書作成 推 進
引き続きグリーン購入対象製品の
み購入すること。

次年度は細かく破砕機を稼働させずに
集中して電気使用量を減らし目標達成
できる様に努める。
本社：166,090kwh
入間支店：4,813kwh
合計：170,903kwh

次年度は、目標達成を目指す。

社員全員の分別意識が根付いたおかげもあり、
目標達成が出来た。
各々の分別意識を持って、次年度も目標達成を
目指す。

破砕機を短時間集中稼働・散水をし、節水を行った事が目標達
成につながった。
本社：501㎥、入間支店：33㎥
合計：534㎥
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重機燃料の
二酸化炭素削減

電力使用による
二酸化炭素削減

一般廃棄物の削
減

水使用量削減

項  目

2023年度

電気、重機使用量の削減を目標に
達成できるように活動する。

燃費の良い車輛を優先的に使って
いく。

処分量が減少しているが、重機で行う
製品出荷の作業が多くなり、未達成
だった。
安全標識・指差確認・報連相の上で重
機を使用する手順を徹底する。

自動車燃料の
二酸化炭素
排出量削減

次年度の取り組み

総二酸化炭素
排出量（合計）

取組項目 評価単位

燃費の向上
（12台）

定期回収先（小口）が増えストップ&ゴーが
増えた為、燃費の悪化となった。
そのため、低燃費車輛を優先的に使用して
いく。



９．受託した産業廃棄物の処理量
（2023.06-2024.05）

廃棄物等種類 処分方法等
処理量
（t）

廃プラスチック類 6,374.8

金属くず 90.2

6,465

廃プラスチック類 選別・破砕 8,899.8

金属くず 分別 90.2

廃プラスチック類 破砕・切断（発生ベース） 8,713

金属くず 分別 90.2

中古タイヤ 選別 186.9

8,990

8,990

0
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　　中間処理後処分量合計

中間処理合計

（ⅲ）最終処分

最終処分量合計

（ⅳ）中
間処理後
の産業廃
棄物

最終処分

再資源化等

再資源化等量小計

処理方法等

（ⅰ）収集運搬

収集運搬量合計

（ⅱ）中間処理

内、
再資源化等



１０.環境関連法規制等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

適用される主な環境関連法規制

遵守状況

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

１１.代表者による全体評価と見直し・指示

 

弊社に適用される環境関連法規制等は｢法規制その他要求事項一覧｣に取り纏め、令和６年１０月９日に遵守状
況を確認しました。なお、関係当局より違反等の指摘はありません

主な法規制の名称

廃棄物処理法

自動車ＮＯx・ＰＭ法

資源有効利用促進法

フロン排出抑制法

東京都環境確保条例

【実施体制】

100% ◎ 走行ルートの見直しにより、昨年度より改善した。

114% × 重機を使った前処理が増えた。

115% △
タイヤチップ供給先への要望に応える為、サイ

ズ指定がより厳しくなり、メンテナンスの時間が

増えた。

100% ◎ 持ち込みごみの分別。

92% ◎ 増車分の洗車水と短時間の集中稼働により節水効果が出た。

－ ◎ 購買品は対象商品から選定している。

×重機燃料：前処理工程の見直しと効率化。

×電気使用量削減：使用量削減の数字見直し。

一般廃棄物削減

水使用量削減

コメント

（目標値に対するコメント・活動計画に対するコメント）目標項目
目標値

達成状況

活動計画

実施状況

グリーン購入の推進

＜改善への提案＞

自動車燃料の削減

重機燃料の削減

電力使用量削減
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【総括】

  ＥＡ２１の活動等を通じ、各部門の責任者は課題を認識し、計画性をもって行動していますが、数値目標を達成するため

には「効率」を高めていこうとする意識（マネジメント）も必要ですね。

  これまでの日常は、運転やメンテナンスにともなう技能の修得や、安全衛生活動に重きをおいた活動が主体でしたが、今後は

いよいよ現業効率を高め、計画を達成するためのPDCAを磨いて、本物の環境マネジメントに取組んでいってもらいたいところで

す。

  この年度の業況としては、タイヤの買い控えによる廃タイヤの発生量減少と、円安による資源の海外流出が続き、約25%の

処理数量減となっています。こういった環境で社員数を減らさずに原価を低減していくには、無駄を省き、生産性を高めていくし

かありません。

  さて「環境活動レポート」を制作してくれた環境管理委員会のみなさん、ごくろうさまでした。

各部門が、毎月の安全活動と環境活動に対し、テーマを決めて取組んできたことで、問題点を発見し、改善のための手順を共

有して実行し、結果を検証できるようになってきました。

  一方で、これまで10年間の「環境活動レポート」は、認証項目に従った記載だけに留まっていたところですが、今回は各部門・

部署のみなさんが具体的にどのような活動をしたのか、今後はどうしていきたいのか、が明記されるようになってきました。去年まで

は自社ホームページにアップロードだけで「公開」としてきましたが、今後はこれを冊子にして取引先やステークホルダーの皆さんに

配布してまいりましょう。

  そして、環境活動だけに留まらず、技能や学習面の向上、地域活動の活性化、リサイクルとあわせてリユースの推進など、読者

に見てもらいながら成長し、当社と取引するお取引先と一緒にハッピーになっていくことをめざし、その努力を表現してまいりましょ

う。


